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　オ オ パ ヤ シ ャ ブ シ に よ る 本邦最初 の 花粉症 が、昭 和 62年 4 月 ，
わ れ わ れ の 診療所 で 発 見 され た，患者

は 54歳の 主婦で，15年来現住所 の 表六甲山麓 に 住 み， 3 年前 か ら春季 に 花粉症症状 に 悩 まされ る よ うに

な っ た．

　六 甲山 系 に は 古 く よ り土砂崩 れ 防 止 の 目的 で ，オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ が 多数植林 さ れ て お り，患者 の 住宅

地
一

帯 は オオバ ヤ シ ャ ブシ 林 に 囲 ま れ て
， 濃厚 な 花粉飛散 の 環境下 に あ っ た．し た が っ て，同 地域住民

の オオバ ヤ シ ャ ブ シ 花粉症 の 多発が 推測 さ れ た の で ，翌 63年春に 花粉症疫学調 査 を 実施 し た．

　そ の 結果，同地域 と くに 1丁 目の住民 に は ， オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ 花粉症 の 高い 有病率が 認 め ら れ た．

Key　w ・rds ： alder （Aintt／g　 siebotdinna 　Matsuinura　）’−
P・11inosis− − epidemi 。legy

緒　 言

　春季花粉症 の 原因 とし て， 7・ギ が その 代表で あ る こ

と に 問題 は な い ．し か し 全例 ス ギ が抗原 とな っ て い る

わ け で は な く，ス ギ 以外の 植 物に よ る 花粉症 も存在す

る．

　昭和 62年 に 受診 し た 春季花粉症の な か に，ナ ナ メ ヤ

シ t ブ シ に よ る 1例 を発 見 した，

　さ ら に，そ の患者の 居住す る表 六 甲山麓 の 環境調査

の 結果，同花粉症 の 多発が推瀦 され た の で ，翌63年 の

春，現地 に お い て 疫学調査 を実施 し， 興味あ る 成績 を

得た の で併せ て 報告す る．

L 症例報告

症例 ：54歳，主婦

初診 ：昭和62年 4 月 3 日
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．VatSumt（ra

Alnus ．gieboldiana

と流涙，

　既往歴 ：特記す べ き疾患 は な く，ほ か の ア レ ル ギ ー

歴 もな い ，

　家族 の ア レ ル ギ ー歴 ：長女 と次女 に春季花粉症 の 疑

い ．

　現病 歴 ：15年前 か ら神戸市灘区 の 現住地に 居住 して

い る が ，3 年前 か ら春季 に 鼻，眼 症状 が 著 し く， 日 常

生活に 支障をきた す ほ どに な っ た．

　初診時所 見 ：全身 は や や 肥満型 で は あ る が ，特 記す

る 異常 は 見当らな か っ た．

　局 所 で は 鼻粘膜 が や や 腫脹 し，水性鼻汁 が 充満 し，

眼険結膜 の 充 血 が 認 め られ た．

　検査成績 ：

　1．鼻汁細飽診　好酸球 （3 →．）

　2．皮膚 テ ス ト（＊ は 皮内反応，他 は ス ク ラ ッ チ テ ス

ト）

　陰性抗原

　花粉類 ：ス ギ
゜
，カ モ ガ ヤ ，ブ タ ク サ ，ヨ モ ギ，コ ナ

ラ
t

，　 ニ レ
撃

　真菌類 ；・カ ン ジ ダ，ア ス ペ ル ギ ル ス

　動物性 ；キ ヌ ，イ ヌ 毛

　 木材類 ；ス ギ， マ ツ ， ヒ ノ キ
索

，ス プ ル ーズ ，チ
ー一

タ
・

，米 ス ギ
罩
， ラ ワ ノ

拿
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　 陽性抗原

　 ハ ウ ス ダ ス ト （以下 HD と記す）， オ オ パ ヤ シ ャ ブ

シ，ハ γ ノ キ
゜

　3．皮膚希釈 テ ス ト ： （ス ク ラ ッ チ ）ナ オ パ ヤ シ ャ ブ

シ 　閾値 2 × 1 
r4

　 4，RAST

　 ハ ン ノ キ属 0 （62年）， 1 （63年） シ ラ カ ン バ 属 1，
〆・シ バ ミ 属 0 ，HDO ，！・ン ノ キ 属 （自家製 エ キ ス ）1，
オ オ パ ヤ シ ャ ブ シ （自家製 エ キ ス ） 1

　5．鼻粘膜誘発テ ス ト ：オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ （粗 エ キ ス

300μg ／disk使用），強陽性

　以上 の 検査結果 か ら，本症例は オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ に

よ る花粉症 と診断 し た ．

　臨床経過 ：初年度 の 62年 は シ
ーズ ン 後期 で あ っ た た

め
， 対症療法 を お こ な っ た ．63年度か らは 季節前よ り

抗 ア レ ル ギー剤 （ketotifen角umarate ）の 内服卩シ
ー

ズ

ノ 中 に は disodh  cremoglycate の 鼻内噴霧 お よ び

点眼，時に 鼻内噴霧用副腎皮 質ス テ ロ イ ド剤を も使用

し，軽症で経過 した ．

II．疫学調査

方　法

　調査地区 は 神戸市灘区 の
一

画 に あ っ て ， 1丁 目 と 2

丁 目の 2区画 か ら な っ て お り，全戸 に ア ン ケ
ー

ト調査

を お こ な っ た，そ の 内容 は 主 と し て 鼻 ア レ ル ギ ー症状

4

　Fig．1．　 Geographical 　d韮stribution 　of ／Unecs　siebol ！iana　in　the　envlronment 　of

residentlal 　area 　at　the　fGot　of　Rokko　mountain ，
α 二AintLs　stebOldiana ，↑ ：The 　house 　of 　the 　first　case 　of 　alder （Ainus　siebめ1−
diana）po11inosis ．
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の有無 と発症時期に つ い て で あっ た，こ の 回答を もと

に 鼻ア レ ル ギ ーが 疑 わ れ た 者 を選別 し，検診の 受診を

呼びか けた ．

　検診 は 昭租63年 5 月 15日の 日曜 日 に 口現地 に お い て，

鼻鏡検 査，鼻汁細胞診 お よ び 皮膚 ス ク ラ ッ チ テ ス トを

実施 し，RAST 用 に 採 血 を お こ な っ た．

　ま た，患家 に お い て ，DurhaIn の 国際標準花粉採取

器に よ る空中苑粉調査 を 実施 した ．

結　果

　1，検査成績

　対象 とな っ た 住民は 1丁 目62戸 186名，2 丁 目が 61戸

165名 で あ っ た が， ア ソ ケ
ー一

卜 回収率は 、 1 丁 目が

98．4％ 〔183名），
2 丁 目 が89．7％ （148名） で あ っ た，

　問診上鼻 ア レ ル ギ ーが疑わ れた の は
，

1丁 fi　48．9　，

2丁 目47名で ， こ の うち春季花粉症 の 疑 い は 29名 と21

名 で あ っ た．こ の 人 た ち に 検診 を呼び か け た とこ ろ，

実際に 受診 し た の は 8 名と14名 で ，そ の 成績 tt　Table

1 に 示 した．そ の 検査成績に よ り．オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ 陽

牲 と判定され た の は， 1丁 目 7 名， 2 丁 目 5 名 で あ っ

た．

　以上 の 結 果 か ら有病 率 を推定 す る と
，

1 丁 目 が

23．0％． 2丁 目が 11．3％ となっ た．

　 2．地域環境 の 調査結果

　調査 した 1，2丁 目の 地図 を Fig．1に 示 した．両遖

区 の 地形 は 北 は 六 甲山を背に し，海抜180m，南は 海 に

約 3km の 距離で ，住宅は急斜面に 並 ん で 建て られ て い

る．と くに 1丁 目は 東，西 ， 北 の 3 方 を オ オ パ ヤ シ ャ

ブ シ 林 の 丘陵 に 囲まれ て ，盆地 の よ うに な っ て い る．
一

方 2丁 目は ，東方 に オ オ パ ヤ シ ャ ブ シ 林，北 に も若

干 の 同木がある もの の ，高台に 位置 し て お り，住民 は

主 と して マ ソ シ ョ ソ の 居住 名で あ る。

　 1丁 目に お け る ↑ 印が，先に の べ た第 1症例 の 患家

で ，空中花粉調査を お こ な っ た 所で あ る．

　3．空中花粉

　 空中花粉曲線を Fig．2に 示 し た．63年度 の 現地 の ハ

Table　l　Results　of 　examinations

1
Time 　of

Allergen

AddressCaseSexAge
　　　7exacerbationA

．siebA ，japC ．lapD ．9 監omA ．artA ．prmHD

ICho −meY ．M ， F18Inconstant 十 十 十 十 一 一 十

S．S． M70Feb ．−May 一 一 　 　 ND 、 N．D． 一

H ◎s ． M62Spring 　and 　fal】 十 十
冖 一 一

十
一

A ．N ． F58MarGh −April 十 十 ．　 　 十
　

一 　 一 一

M ．S ． F4   Spring　and 　faU 十 十 十
一 一 一 皿

A ．K ． M51   arch 〒 十 十
一 一 一 一

J．M ． F28Inco 囗staut 字 十
一 十

一 一 　

K ．M ． F55March −May 十 十
一 一 一 一 十

2Cho ・meH 。Y ． F28 玉nconstant
一
　　　　，

一 一 一 N ．D． N、D． 一

T ．O ． M47Ma τch
−Apri1 十 十 十

一 一 一 一

K ．M ． M48Sp 蜘 g　and 　fall 一 一 十
一一 一「　　　　．

　 十

S ．M ． M201 卩 constant
一 宀 一 一 一 一 十

M ，K ． M 倒 蹠 emberAp τih 一 一 一 一 N ．D ， NJ ）． 一

H ．K ． F14Peremia ！
一 一 一 一 一 一

十

K，K． M47Inconstant 一 一
十 十

一 一 十

M ．U ． F32Sp 漁 g 　and 　fall 十 十 十
一 一 ÷ 一

O．U ． M 認 耄nconstant
　 一 一 十 十 十

一

T ．K． F64InCG 蝨 stant
一 一 一 一 N ．D． ND ， 一

M ．K ． M16InCGnstant
一 一 一 一 　 一 十

T ．Y ， M54 工ncons ヒant 十 十
一 十

一 一 十

H ．Y ． F50 ・Peτe面 al 十 十 十
一 一 皿 十

s。H ．，M21
…
March 十 十 十

一 十 十
一

Abbrevia乏iong： A ，sieb 、（み〜π鉱s 訂｛ぬσ罎如觚 ），A ，lap．（溺 η欝 ノ脚 腐 α），C．lap．（Cゆ ごo 伽 ノ＠o銘加 ），D ．glo皿 ，（」知ごむ’奮

9  翩 ，A 、、rt．（Ambr ・蜘 ri・n ，isit；felia），　A ．　P・i・．（鰭 脚 ρ珂・鱗 ）・HD （h・・肥 dust）・N・D・（・ ・t
　
d・ ne ）・＋ （P°si

’

ゆ e）1− （口 egative ）．
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Fig、3．　Ma 主e　flower　of 　AinitS ∫毳nbeldiaη a．

20 　　 　　　 　　 1／Apr．

　 Fig　2、　P 〔）Ilencoしmt 　of 　alder 　and 　sugi　dur畫ng

March 　3　to　Apri王5198S，　in　Ko｝Je　and 　Nishinc，nllya ．

　
− alder 〔．4　tn　ttS’si．cboidirmrt ），　 Sugi（Cη 尹∫‘ノ觴 8瘤

加 o ηゴ‘の

　（A ） in　Kobe （at 臣 ヒ house ⊂冫f　the　lst　cas 已 of　alder

po1Hnosis、．｛B）
・in　 NiRhinomiya （at　 the　 autho ピs

house）．

ソ ノ キ 属 の 最大飛散 日 は 3 月28 日 で ，875催／cm2 を数

え た ． 3 月 3 日 か ら 4 月 5 日ま で の 総 数 は 5，146個ノ

cm2 で ，西宮市の ハ ア ノ キ 属 の 46．1倍，同地 の ス ギ の

4．3倍 で あ っ た．

考 　察

　 ナ オ バ ヤ シ ャ ブ シ は 植 物学上被子 植 物 亜 門，双 子葉

植物繝，ブ ナ 目，カ バ ノ キ 科，ハ ン ノ キ 属 に 属 し，こ

の 仲間 に は ヒ メ ヤ シ ャ ブ シ ， ハ ン ノ キ な どがあ る．カ

バ ノ キ 科 に は そ の ほ か ，カ バ ノ キ 属， ハ シ バ ミ 属，シ

デ 属 お よ び ア サ ダ 属 が あ り，すべ て 風媒花 で あ る ．

　 オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ の花期は ，阪神地方で は 3 月中旬

か ら 約 1 ヵ 月 で あ る （Fig．3）．

　わ が国 に お け る植生分布 は ，本州 の 山形県以南 とさ

れ て い る．

　花粉 は 幾瀬 の 分類 に よ れば，赤道 ヒ多数短溝型 で ，

管 口 は ふ つ う 4 −6 ，多 くは 5 個 で
， 大 きさは 21．5−23 ×

28−31μ で あ る （Fig．4），

　 オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ は 六 甲 山系 で は 土 砂 崩A 防 止 の 目

醗
甅

ー●

　Fig．4．　Po生生en 　｛｝f　A 　tn　us’　sieboldiana ，　 Origina｝
magnification （・t  x10 ）．

的 で ，明治後期 か ら毎年，と ぐ に 水 害の 後処 理 に 多数

植 林 さ れ て ぎた ． こ の 植物 は 空 気中 の 窒素か ら養分 を

根瘤 に 貯 え て，痩せ 地 で も成長 が早 い 適応性 の 強 い 広

葉樹 で ，
六 甲山系で は ご く普通 に み られ る．また ほ か

の 地域 で も．山地を切 り開 い た 宅地造成 地 な ど に ，多

数植 え ら れ て い る．

　 ヨ
ー

ロ
ッ

パ と くに 北欧 に お い て は ，カ バ ノ キ 科花粉

は 春 の 樹木花粉症 シ
ーズ ソ の 主 な抗原であ り，花粉症

の 研究 も多 く さ れ て い る
t）−3）．

　
一
方本邦で の 春 の 花粉症 の 代表 は ス ギで あ り， カ バ

ノ キ 科 の 報告 は まれ で ，カ バ ノ キ属 の シ ラ カ ソ バ 曜1，ハ

ソ ノ キ 属 の ハソ ノ キ
51が あ る が

，
オ オ パ ヤ シ ャ ブ シ に

つ い て は ま だ こ れをみ な い．

　先 に の ぺ た オ オ パ ヤ シ ャ ブ シ 花粉症例 は
， 表六 甲山

麓の 同樹 木林 に 囲 まれ た 住宅 地 に 15年間居住 し て お

り， 3年前か ら春季 に 花粉症症状 が 発現し た．

　皮膚 テ ス ト で は ，発症 時期が向じで あ る ス ギ を始 め ，

6 種 類 の 花粉 は 陰性 で あ り，
ほ か に 真菌類，動物性抗

N 工工
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原 お よ び 家業 の 材太 類 の 抗原に つ い て も，す べ て 陰性

で あ っ た． こ れ に 対 し陽性 で あ っ た の は HD ，オ オ バ

ヤ シ ャ 7
’
シ と ハ ア ノ キ で ，と くに 後 の ．一二っ で は 数本 の

偽足を伴い ．皮 内 テ ス トで は シ 1 ッ ク が予想 さ れ る ほ

ど強陽性で あ っ た．

　RAST で は HD は陰性で ，オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ は 同地

の 花粉 か ら作製 した 抗原 で ク ラ ス 1 の 疑陽牲 で あ っ

た ．

　 t オ バ ヤ シ ャ プ シ 抗原デ 1 ス ク に よ る 鼻粘膜藹発 テ

ス トで は ，くし ゃ み 25回，鼻漏，鼻閉 が 著明 とな り，

デ ィ ス ク 挿入後 7， 8 分で 激 しい 咳嶽に つ い で 呼吸 困

難を きた し、シ 三 v ク 救急措置 が 替要 と な っ た，

　 オ オ バ ヤ ゾ ヤ ブ シ と ハ ン ノ キ は ，皮膚 テ ス トは 強鸚

性、RAST も共 に 疑陽性て あ っ た が，こ れ は 同属聞 の

共通抗原性 に よ る もの と 考 え ら れ，以 上 の 成績か ら 本

症例 は オ オ バ ヤ ソ ヤ ブ シ 花粉症 と診断 した 。

　 また こ の 主例 が 契機 となり，同地区 の オ オ バ ヤ シ ャ

ブ シ 花粉 症 の 疫学調査 を 実施す る こ と に な っ た，

　花粉症 の 疫学調査で は，外国 で の 報告は 見当た ら な

い が，本邦 で は い くつ か み る こ と が で き る．す なわ ち，

吏京都花粉症対策委員会
fi）が，大 田 区 と秋坩市 に お け

る ス ギ花粉症疫学調査 を お こ な い ，有病率が大 田 区

9 ％，秋川市 7 ％と し て い る．ま た 石 崎 ら
7｝
は ，目光市

と 今宙 帯 の 住民 の ア ノ ケ
ーF 調査 か ら．ス ギ 花粉 症有

病率 は 平均9、6％と し て い る．

　 今回，われわれが お こ な っ た 表六 甲山麓 の オ オ パ ヤ

シ ャ ブ シ 花粉症 の 調査 で ば
， その 花粉飛散 が ス ギ に 比

し て 地域性 が濃 い た め 対象を小規模 な範囲 に と ど め

た ．

　 ア γ ク
．一

トの 回収率 は 良好 で ， 1 丁 目98．4％， 2丁

巨89，7％ の 高率 で あ っ た の に か か わ ら ず，鼻 ア レ ル

ギ ーの 疑い の ある 1丁 目 の 48名． 2丁 目の 47名 へ の検

診 の 呼 び か けに 対 し
， 実際に 受診 し た の は 7 名 と 14名

に す ぎなか っ た． こ れ は 検診 日の 悪 天候に もよ る が、

受診 の 勧誘が 不 充 分で あ っ た こ と も あ り，加 え て 土 地

柄 に起因す る か も しれ ない ．

　両区画 の 回答者 の 階級別年齢搆成 は，兵庫県 の それ

に 比較し て ， 50代，6G代が や や 高 くな っ て い る もの の

大差な く，平均年齢 は 1丁 目 が 40．O歳，2 丁 目が 38．9

歳で 両者間 に 有意差 は み られなか っ た．また ，両区画

の 男女 比 に つ い て も，同 様 に 有意差 は な か っ た．

　受診者 が 少な い の で ，花粉症 の 有病率を推定す る こ

と に 無理 がある と も考え られ る が， 1 丁 目 の 8名 と 2

丁 目の 14名が，tt ，　 ’｛ヤ シ ャ プ シ 花粉症 との 意識を持

た ず に 受 診 し た と し て ．敢 え て 有病率 を算出す る と、

rr 目が23．0％， 2丁 口が ll．3％ と な り，危険率 1〜｝、

で 1 丁 目の 方 が 有意 に 高 く，こ の 結果 は 両地区 に お け

る 材 八
一
ヤつ t

・
ブ シ の 植 生分 布 に

一
致 し て い た．1 た，

IJ
．
目の 8 名 が 意識的 に 受診 した と して も，その 陽性

率 は 48名中 7名．すtx　b ち 14．6％で あ っ た ．参考 ま で

に 示す と，鼻ア レ ル ギ ー
症状を主訴 と し て ，カ バ ノ キ

科花粉 の 空 中飛散量が少ない 大阪膺東大阪市 に あ る 吾

者 （T．A、） の 医院 を受診 し k 春季花粉症疑 い 例 124名

中，オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ の 陽性率は 5．6％ （未発表）で あ っ

た．

　 ま た 現地 の ス ギ の 有病 率が，　1
一
亅
．
目13，王％， 2 丁 冒

136 ％ で あ ・
：，た の に 比 し，tt ，　・（ヤ ン ヤブ シ の 23．0％

ば か な り高 い ．こ の こ と は ン・γ ノ キ 属花粉 の 空 中 飛 散

量が ，ス ギ の 4．3倍 で あ っ た 点 か ら，うなずけ る 数値
‘
こ

あ り，西 宮市 の ハ ン ノ キ 属 の 46．1倍に も達して い た の

で．こ の 地域 の 特殊性を示 し て い る と も考え ら れ る，

　以 上 の 結果 は ，人 為的要素 の 影響 を うか が わ せ る が ，

六 甲山系 は 土 砂崩れ や ，水害をた び た び 繰 り返 して い

る 治山 の 困難な山で あ る た め，闘題の 解決 は 容易 で は

ない ，

　さ ら に 阪袢地 区 の ほ か の 数箇所 で も，か っ て 宅地造

成時に 植 え ら れ た オ オ バ ヤ シ ャ プ シ が成長 し，花粉症

の 集団発生 が 推側 され る状況 が あ り，も し将来住民の

協力 が 得 られ るならば ，調査区域 を広げ た い と考えて

い る．

結　語

　 表六 甲 山 麓 在住 の オ 才 パ ヤ シ ャ ブ ン 花粉症 の 1例を

発見 し，そ の 環鏡調査に よ り，地域住民 の 同花粉症の

多発が推側 され た た め
， 翌年の 春，花粉症疫学調査を

施行 した ．

　そ の 結果 同 地 域 で は，住 民 の オ オ パ ヤ シ ャ ブ シ 花粉

抗原の 濃厚な暴露 に よ り，と く に 1丁 目 で は 23．O％の

高率 に ，同花粉症 に 躍患 して い る こ とが推測 され た ．
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